
資料４

佐潟ラムサール条約登録 20 周年記念事業(仮称)地元開催実施概要(案)  

１．概要 

佐潟のラムサール条約登録 20 周年を記念し、佐潟の魅力を市内外に発信するため

地元とまちなかの２回に分けてイベントを開催。佐潟での地元開催に関しては実行委

員会を設立し、事業内容の検討などこれまで２回会議を行った。 

２．事業名称 

○「佐潟ラムサール条約登録 20 周年記念事業」の主旨を分かりやすくかつ親しみ

やすい名称で表現することを検討 

  【案】佐潟 20 ラムサールフェス 命を育む里潟を次世代に 

 ○事業名称は第３回佐潟ラムサール条約登録 20 周年記念事業実行委員会で決定 

３．開 催 日：平成 28 年 11 月６日(日) 

４．開催場所

○佐潟水鳥・湿地センター、赤塚中学校体育館 

○駐車場はメイワサンピアの大駐車場を借用。また、メイワサンピアでも関連イベントを検討

５．事業内容 

 ○実行委員会、市直営事業あわせて 20 近くのイベントを開催予定 

 【主な事業内容】 

  ・写真展：にいがた野鳥の会(水鳥など)、佐潟環境ネットワーク 

  ・秋の佐潟観察会：佐潟ボランティア解説員の会、県立植物園 

  ・体験型水環境プログラム：環境省関東地方環境事務所 

  ・明治時代の中原邸収蔵品展示：中原邸保存会 

  ・佐潟の暮らし資料展示：赤塚郷土研究会 

  ・佐潟での鳥類標識調査紹介：佐潟鳥類標識グループ 

  ・コイ汁の振る舞いサービス、地元野菜の物販、佐潟の 20 年を振り返る 

：佐潟と歩む赤塚の会 

  ・お話会、記念シンポジウム、全国ラムサール条約登録湿地紹介、「潟の記憶」

上映会、会場をめぐるスタンプラリー他：新潟市直営事業 

６．予算案 

○地元開催、まちなか開催あわせて総額 4,000 千円を計上 

 ・地元開催              2,500 千円 

  ・まちなか開催(資料４ 参考資料参照) 1,500 千円 

７．検討事項 

 ○各イベントの精査、実施会場の整理 

 ○各開催場所を連携させる効果的な事業内容の検討 



資料４ 参考資料 

佐潟ラムサール条約登録２０周年記念事業(仮称)実施概要（案）
【まちなか開催分】 

１ 趣旨 

本市の豊かな自然環境を代表する佐潟が、平成 28 年３月にラムサール条約登録 20

周年を迎えたことを機に、佐潟の魅力発信とラムサール条約に関するシンポジウムを

開催する。また、事業では福島潟をはじめとした本市の里潟の PR も行い、佐潟以外

の他湖沼においてもラムサール条約登録に向けた機運を高める機会とする。 

２ 開 催 日：平成 28 年 11 月 13 日（日）

３ 開催場所：新潟市民芸術文化会館（りゅーとぴあ）能楽堂 

４ 定  員：380 名

５ 内  容 

○里潟の映像紹介【潟環境研究所作成】 

○国内ラムサール条約登録湿地からの招聘者による事例発表 

 ・宮城県伊豆沼・蕪栗沼・化女沼から招聘 

○椎名誠氏による基調講演 

 ・タイトルは未定 

○パネルディスカッション 

 【参加者（敬称略）】 

・コーディネーター：大熊孝(潟環境研究所所長) 

   ・参加者：椎名誠、環境省職員(ラムサール条約担当者)、篠田昭新潟市長他 

６ 主  催：新潟市（潟環境研究所、文化創造推進課、環境政策課）

７ そ の 他： 

 ○当日の会場外側(ホワイエ)では、11 月６日の地元開催で使用した展示パネル等も

設置予定 

  ・新潟市の里潟紹介 

  ・全国のラムサール条約登録湿地の紹介 

  ・新潟市の鳥「ハクチョウ」の紹介 

  ・11 月６日のイベントに関連する展示(子どもたちの発表結果など) 


